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月

堅
樹
院
日
寛
に
お
け
る
「
両
巻
血
脈
」
の
受
容
に
つ
い
て

水

谷

進

良

一
　
は
じ
め
に

堅
樹
院
日
寛
（
一
六
六
五
―
一
七
二
六
）
は
、
富
士
大
石
寺
第
二
六
世

に
数
え
ら
れ
、
日
蓮
宗
教
学
史
上
、
大
石
寺
教
学
（
石
山
教
学
）
を
体

系
化
し
た
学
匠
で
あ
る
。
ま
た
日
寛
が
活
躍
し
た
時
代
は
宗
学
醞
釀
期

に
あ
た
り
、
日
蓮
教
学
宣
揚
の
気
風
が
高
揚
し
た
時
代
で
あ
っ
た
）
1
（

。

と
こ
ろ
で
、
日
寛
の
教
学
は
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
六
巻
抄
』
に

よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
そ
の
思
想
を
考
え
て

み
る
時
、
日
寛
自
ら
「
但
タ
依
二テ
文
底
一ニ
以
テ
立
二ツ
宗
旨
）
2
（

一ヲ
」
と
い
う
よ
う

に
、
法
華
経
寿
量
品
の
文
底
に
基
づ
き
宗
旨
を
立
て
て
い
る
点
が
知
ら

れ
る
。
こ
の
文
底
と
い
う
表
現
は
日
蓮
『
開
目
抄
』
に
み
ら
れ
、
本
門

寿
量
品
の
文
の
義
意
に
一
念
三
千
の
法
門
が
存
す
る
と
主
張
さ
れ
る
一

文
で
あ
る
。
し
か
し
日
寛
が
主
張
す
る
寿
量
文
底
と
は
、
寿
量
品
を
文

上
・
文
底
の
二
つ
に
分
別
し
、
寿
量
文
上
を
釈
尊
教
相
上
の
所
説
と
し

て
斥
け
、
寿
量
文
底
を
「
文
底
独
一
ノ
本
門
）
3
（

」
と
位
置
づ
け
、
両
者
に

本
質
的
な
違
い
を
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
法
華
経
文
上
は
、
文
底
に
秘
す

る
本
法
と
対
す
れ
ば
迹
教
で
あ
る
と
み
な
す
。
さ
ら
に
そ
の
本
法
を
施

す
教
主
を
「
末
法
下
種
ノ
主
師
親
、
本
因
妙
ノ
教
主
、
大
慈
大
悲
之
南

無
日
蓮
大
聖
人
）
4
（

」
と
い
っ
て
、
日
蓮
本
仏
論
へ
と
展
開
す
る
。

つ
ま
り
日
寛
は
、
寿
量
顕
本
仏
は
、
本
因
妙
教
主
日
蓮
の
垂
迹
仏
で

あ
る
と
し
、
化
導
の
役
目
を
終
え
た
在
世
脱
益
の
仏
で
あ
る
と
み
な
し

て
い
る
。
故
に
滅
後
末
法
で
の
下
種
を
認
め
ず
、
末
法
で
は
本
因
妙
教

主
た
る
日
蓮
が
文
底
秘
沈
の
妙
法
を
施
す
存
在
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
思
想
は
日
蓮
の
確
実
な
遺
文
か
ら
は

見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
淵
源
は
日
蓮
の
名
に
仮
託
し
て
作
成

さ
れ
た
『
本
因
妙
抄
』、『
百
六
箇
相
承
』（
両
抄
を
併
せ
て
「
両
巻
血
脈
」

と
称
さ
れ
る
）
に
見
ら
れ
る
。
両
抄
は
共
に
日
蓮
の
真
筆
は
伝
わ
ら
な

い
が
、
日
興
門
流
の
秘
伝
書
と
さ
れ
、
大
石
寺
教
学
に
お
い
て
重
要
視

さ
れ
て
い
る
。
日
寛
は
両
抄
に
示
さ
れ
る
相
承
に
立
脚
し
、
前
述
の
教

義
を
組
織
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
寛
教
学
の
源
流
と

し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
「
両
巻
血
脈
」
を
、
日
寛
が
ど
の
よ
う
に
受

容
し
た
の
か
、
そ
の
一
端
に
つ
い
て
少
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。
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水
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二
　「
両
巻
血
脈
」
に
つ
い
て

ま
ず
『
本
因
妙
抄
』
で
あ
る
が
、
具
名
を
『
法
華
本
門
宗
血
脈
相
承

事
』
と
い
い
、
表
題
に
「
本
因
妙
之
行
者
日
蓮
記
之
）
5
（

」
と
あ
る
た
め
に

『
本
因
妙
抄
』
と
称
さ
れ
る
。
本
抄
は
伝
教
大
師
最
澄
が
、
仏
立
寺
道

邃
よ
り
相
承
さ
れ
た
と
伝
わ
る
『
三
大
章
疏
七
面
相
承
口
決
』
の
形
式

に
準
拠
し
、
さ
ら
に
日
蓮
が
本
門
の
立
場
か
ら
独
自
の
口
決
相
承
を
試

み
、
直
弟
子
日
興
へ
伝
授
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
思
想
的
に
は
、
下
種

益
の
要
法
た
る
妙
法
五
字
を
本
と
し
、
釈
尊
所
説
の
法
華
経
を
迹
と
み

な
す
本
迹
論
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
釈
尊
脱
仏
・
日
蓮
下
種
仏
の
思
想
が

見
ら
れ
、
真
筆
現
存
・
曾
存
を
中
心
と
し
た
他
の
日
蓮
遺
文
の
教
示
と

適
合
し
な
い
た
め
思
想
的
に
問
題
が
あ
る
。
な
お
、
古
写
本
と
し
て
は

『
宗
全
』
に
次
の
三
書
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

①
大
石
寺
日
時
写
本
（
明
徳
二
年
、
一
三
九
一
、
富
士
大
石
寺
蔵
）

②
要
法
寺
日
辰
写
本
（
永
禄
三
年
、
一
五
六
〇
、
西
山
本
門
寺
蔵
）

③
妙
本
寺
日
我
写
本
（
元
亀
三
年
、
一
五
七
二
、
保
田
妙
本
寺
蔵
）

①
は
本
抄
最
古
の
写
本
と
さ
れ
る
が
、
大
黒
喜
道
氏
に
よ
る
と
、
本

写
本
と
日
時
自
筆
曼
荼
羅
本
尊
の
筆
を
対
照
し
た
結
果
、
筆
跡
が
異
な

る
旨
を
指
摘
さ
れ
、
日
時
書
写
で
は
無
い
旨
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
6
（

。
次

い
で
②
の
日
辰
写
本
は
『
宗
全
』
に
収
録
さ
れ
る
が
、
そ
の
奥
書
に
よ

る
と
、
上
行
院
日
尊
の
写
本
を
転
写
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
る
。

右
本
因
妙
抄
一
巻
、
以
二
洛
陽
上
行
院
日
尊
上
人
自
筆
之
本
一
、
写
レ
之
畢
、
但

於
二
彼
本
一
無
二
日
尊
書
写
之
判
形
一
、
然
亦
住
本
寺
日
住
上
人
云
、
此
本
因
妙

抄
是
日
尊
之
筆
跡
也
、
其
証
拠
者
東
山
日
尊
石
塔
七
字
与
二
此
抄
中
七
字
一
大

同
ノ
故
也
、
永
禄
三
庚
申
年
十
二
月
十
日
未
刻
写
レ
之
畢
　
日
辰
在
判
）
7
（

こ
の
記
述
に
従
え
ば
、
日
尊
書
写
を
証
明
す
る
判
形
は
添
え
ら
れ
て

い
な
い
が
、
日
辰
の
師
で
あ
る
住
本
寺
日
住
（
日
在
を
示
す
と
思
わ
れ

る
）
に
よ
れ
ば
、
京
都
東
山
に
存
す
る
日
尊
の
石
塔
七
字
と
同
写
本
の

筆
跡
が
附
合
す
る
こ
と
か
ら
日
尊
写
本
と
み
る
旨
が
示
さ
れ
る
。
た
だ

し
日
辰
は
本
抄
を
書
写
し
て
い
る
も
の
の
「
不
レル
拝
二セ
御
正
筆
ノ
血
脈

書
一ヲ
間
ハ
、
謀
実
難
レシ
定
）
8
（

メ
」
と
し
て
、
そ
の
信
憑
性
に
つ
い
て
疑
問
を

呈
し
つ
つ
、「
両
巻
血
脈
」
の
会
通
に
苦
心
さ
れ
る
旨
が
記
さ
れ
る
。

ま
た
③
に
つ
い
て
は
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

次
い
で
『
百
六
箇
相
承
』
は
、
具
名
を
『
具
騰
本
種
正
法
実
義
本
迹

勝
劣
正
伝
』
と
い
い
、
前
半
に
「
脱
ノ
上
ノ
本
迹
勝
劣
口
決
」
と
し
て

五
一
箇
条
、
後
半
に
「
種
本
迹
勝
劣
」
と
し
て
五
六
箇
条
が
あ
り
、
厳

密
に
は
一
〇
七
箇
条
と
な
る
が
、
本
文
中
に
「
右
此
ノ
血
脈
ハ
本
迹
勝

劣
其
数
一
百
六
箇
注
レス
之
）
9
（

ヲ
」
と
あ
る
た
め
『
百
六
箇
相
承
』
と
称
さ

れ
る
。
古
写
本
と
し
て
は
、『
宗
全
』
に
次
の
三
書
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
妙
本
寺
日
山
写
本
（
稲
田
海
素
氏
蔵
）

②
要
法
寺
日
辰
写
本
（
永
禄
元
年
、
一
五
五
八
、
石
井
智
明
氏
蔵
）

③
書
写
者
不
明
の
古
写
本
数
種
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①
は
稲
田
海
素
氏
所
蔵
と
伝
わ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

②
は
日
辰
『
富
士
与
当
家
異
義
』
に
「
日
出
上
人
永
禄
元
年
太
歳
戌
午
十
一

月
ニ

令
三ム

日
辰
ニ

書
二

写
セ

一
百
六
ヶ
ノ

本
迹
）
10
（

一ヲ
」
と
、
永
禄
元
年

（
一
五
五
八
）
に
重
須
本
門
寺
九
世
日
出
の
依
頼
を
受
け
て
『
百
六
箇
相

承
』
を
書
写
し
た
経
緯
が
確
認
で
き
る
た
め
、
日
辰
書
写
に
か
か
る
写

本
と
思
わ
れ
る
。
③
は
『
宗
全
』
に
対
照
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
の
み

で
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
『
本
因
妙
抄
』・『
百
六
箇
相
承
』
共
に
、
文
献
的
信
憑

性
が
高
い
写
本
と
し
て
は
、
一
六
世
紀
後
半
の
戦
国
期
に
成
立
し
た
日

辰
写
本
が
最
古
の
た
め
、
そ
の
思
想
だ
け
で
な
く
、
文
献
的
問
題
も
存

し
て
い
る
著
作
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
日
寛
が
大
石
寺

に
て
披
見
し
た
「
両
巻
血
脈
」
は
、
誰
の
筆
に
か
か
る
写
本
か
と
い
う

問
題
も
存
す
る
が
、
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

三
　
日
寛
教
学
に
お
け
る
「
両
巻
血
脈
」
の
受
容

そ
こ
で
、
日
寛
の
「
両
巻
血
脈
」
受
容
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
日
寛
の
主
著
『
六
巻
抄
』
か
ら
、
種
脱
論
、
一
念
三
千
論
、
本
因
妙

教
主
論
に
関
す
る
記
述
を
見
て
み
た
い
。
な
お
、『
本
因
妙
抄
』
の
引

用
箇
所
に
は
太
字
で
傍
線
、『
百
六
箇
相
承
』
の
引
用
箇
所
に
は
太
字

で
波
線
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
施
し
て
い
る
。

ま
ず
種
脱
論
に
関
し
て
は
、
次
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。

一
ニ
ハ
爾
前
当
分
迹
門
跨
節
、
是
権
実
相
対
第
一
ノ
法
門
也
、
二
ニ
ハ
迹
門
当
分
本

門
跨
節
、
是
本
迹
相
対
第
二
ノ
法
門
也
、
三
ニ
ハ
脱
益
当
分
下
種
跨
節
、
是
種
脱

相
対
第
三
ノ
法
門
也
、
此
則
宗
祖
出
世
ノ
本
意
ナ
リ
、
故
ニ
云
二
日
蓮
法
門
一ト
也
、

今
曰
二
一
念
三
千
法
門
但
文
底
秘
沈
一ト
意
在
二
於
此
一ニ
、
学
者
深
思
云
云
、
問
、

当
流
ノ
諸
氏
、
他
門
ノ
学
者
、
皆
以
二テ
第
三
教
相
一ヲ
即
名
二
第
三
ノ
法
門
一ト
、
然
ニ
今

以
二
種
脱
相
対
一ヲ
名
テ
為
二ス
第
三
ノ
法
門
一ト
、
此
事
前
代
未
レタ
聞
、
若
無
二ン
ハ
明
文
一
誰

カ
可
レン
信
レ
之
ヲ
耶
、
答
第
三
ノ
教
相
ハ
伋
ホ
天
台
ノ
法
門
ニ
シ
テ
而
モ
非
二
日
蓮
ノ
法 

門
一ニ
、
応
レ
知
ル
彼
ノ
天
台
ノ
第
一
第
二
ハ
通
ジ
テ
属
二ス
当
流
ノ
第
一
一ニ
、
彼
第
三
ノ
教

相
ハ
即
属
二ス
ル
当
流
ノ
第
二
一ニ
也
、
故
ニ
以
二
彼
三
種
ノ
教
相
一ヲ
若
シ
望
二ハ
当
流
一ニ
則
成
二ル

二
種
ノ
教
相
一ト
也
、
妙
楽
云
前
之
両
意
ハ
約
二シ
迹
門
一シ
、
後
ノ
一
意
ハ
約
二ス
本
門
一ニ
是

也
、
更
ニ
加
二テ
種
脱
相
対
ノ
一
種
一ヲ
以
テ
為
二ス
第
三
一ト
、
故
ニ
云
二
日
蓮
ノ
法
門
一ト
也
、

今
引
二テ
明
文
一ヲ
以
証
二ス
此
義
一ヲ
、
十
法
界
抄
云
四
重
ノ
興
廃
云
云
、
血
脈
抄
云
、
四

重
浅
深
云
云
、
又
云
下
種
ノ
三
種
教
相
云
云
。
本
尊
抄
云
彼
脱
此
種
等
云
云
。

可
レ
秘
可
レ
秘
云
云
）
11
（

こ
の
主
張
は
、
日
蓮
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』
に
見
ら
れ
る
「
日
蓮

が
法
門
は
第
三
の
法
門
也
）
12
（

」
と
い
う
「
第
三
」
の
表
現
に
対
し
、
他
門

流
に
お
い
て
は
天
台
大
師
智
顗
所
説
の
三
種
教
相
中
、
第
一
第
二
の
迹

門
教
学
か
ら
、
第
三
師
弟
遠
近
不
遠
相
、
す
な
わ
ち
本
門
法
華
に
立
脚

す
る
旨
を
宣
言
さ
れ
た
教
示
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
日
寛

に
よ
れ
ば
、
正
し
く
は
種
脱
相
対
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
『
本
因
妙
抄
』
の
四
重
浅
深
）
13
（

、『
百
六
箇
相
承
』
の
下

種
三
種
教
相
）
14
（

の
教
示
に
従
え
ば
、
第
三
師
弟
遠
近
不
遠
近
相
が
本
門
に

属
す
る
と
い
え
ど
も
、
釈
尊
教
相
上
の
所
説
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
在
世
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衆
生
を
対
象
に
脱
益
を
被
ら
せ
る
利
益
に
限
る
と
す
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
日
寛
は
「
両
巻
血
脈
」
の
教
示
を
趣
意
と
し
て

引
用
し
て
い
る
が
、
下
種
三
種
教
相
と
は
、『
百
六
箇
相
承
』
中
、
後

半
五
六
箇
条
の
内
、
三
二
条
目
「
下
種
三
種
教
相
ノ
本
迹
」
に
配
当
さ

れ
る
教
示
で
、
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
種
ハ
迹
門
、
一
種
ハ
本
門
也
、
本
門
ノ
教
相
ハ
教
相
ノ
主
君
也
、
二
種
ハ
二
十
八

品
一
種
ハ
題
目
也
、
題
目
ハ
観
心
ノ
上
ノ
教
相
也
）
15
（

す
な
わ
ち
、
教
相
以
上
の
観
心
を
想
定
し
、
本
迹
二
八
品
を
等
閑
す

る
思
想
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
観
と
は
四
重
興
廃
判
に
約
せ
ば
第
四

の
天
真
独
朗
の
観
に
相
当
し
、
先
の
三
は
教
相
門
に
属
す
る
た
め
廃
す

る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
日
寛
の
文
底
下
種
法
門
と
深
い
関
わ
り
を

持
ち
、
後
述
す
る
一
念
三
千
論
・
本
因
妙
教
主
論
に
も
そ
の
影
響
が
見

ら
れ
る
。
日
寛
は
か
か
る
教
示
に
従
い
、
法
華
経
は
末
代
衆
生
に
は
無

益
で
あ
り
、
日
蓮
の
「
第
三
」
と
い
う
教
示
は
、
教
相
不
説
の
文
底
秘

沈
の
本
法
を
暗
喩
し
た
教
示
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の

他
、『
観
心
本
尊
抄
』
の
「
彼
レ
ハ
脱
此
レ
ハ
種
）
16
（

」、
先
に
述
べ
た
『
十
法

界
事
』
の
四
重
興
廃
判
）
17
（

（
但
し
本
抄
は
日
蓮
の
真
筆
は
伝
わ
ら
ず
、
文
献
的

問
題
が
指
摘
さ
れ
る
）
も
文
証
と
し
て
引
用
す
る
が
、
共
に
「
両
巻
血

脈
」
の
教
示
を
経
由
し
た
上
で
の
理
解
で
あ
る
。

次
い
で
、
一
念
三
千
論
に
関
し
て
は
、
次
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。

若
当
流
ノ
意
ハ
迹
本
二
門
ノ
一
念
三
千
通
ジ
テ
名
二ク
理
ノ
一
念
三
千
一ト
、
但
以
二
文
底

独
一
ノ
本
門
一ヲ
名
二ル
事
ノ
一
念
三
千
一ト
也
、
是
当
家
ノ
秘
事
ナ
リ
、
不
レ
可
二
口
外
一ス
者

也
、
問
迹
本
二
門
ノ
一
念
三
千
何
ゾ
通
ジ
テ
名
二ル
理
一
念
三
千
一ト
乎
、
答
此
ニ
有
二
二

意
一
、
一
ニ
ハ
倶
ニ
理
上
ノ
法
相
ナ
ル
故
ニ
、
二
ニ
ハ
倶
ニ
迹
中
ノ
本
迹
ナ
ル
故
ナ
リ
、
本
因

妙
抄
云
、
一
代
応
仏
ノ
域
ヲ
引
ヘ
タ
ル
方
ハ
、
理
ノ
上
ノ
法
相
ナ
レ
ハ
、
一
部
倶
ニ
理
ノ
一

念
三
千
也
云
云
。
又
云
迹
門
ヲ
名
二ケ
理
ノ
一
念
三
千
一ト
、
脱
益
ノ
法
華
経
ハ
本
迹 

倶
ニ
迹
也
、
本
門
ヲ
名
二
事
ノ
一
念
三
千
一ト
下
種
ノ
法
華
経
ハ
独
一
ノ
本
門
也
云
云
）
18
（

こ
の
主
張
は
、
本
迹
二
門
の
一
念
三
千
を
共
に
理
の
一
念
三
千
と
見

な
し
、
当
流
で
言
う
と
こ
ろ
の
事
の
一
念
三
千
と
は
「
文
底
独
一
ノ
本

門
」
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
門
の
一
念
三
千
と

い
え
ど
も
、
教
相
上
に
お
け
る
本
迹
の
概
念
を
意
味
す
る
「
迹
中
ノ
本

迹
」
の
相
違
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
教
相
を
等
閑
す
る
。
ま
た
、
寿
量
顕

本
仏
と
い
え
ど
も
、
応
身
仏
が
歴
劫
修
行
を
経
て
報
身
へ
と
成
り
上

が
っ
た
域
を
出
な
い
仏
で
あ
り
、
脱
益
の
利
に
過
ぎ
ず
、
末
法
に
は
無

益
で
あ
る
と
す
る
。
日
寛
に
よ
れ
ば
「
両
巻
血
脈
」
に
示
さ
れ
る
下
種

（
事
）
の
一
念
三
千
と
は
文
底
独
一
の
本
門
で
あ
り
、
そ
の
法
体
は
久
遠

元
初
時
に
名
字
即
凡
身
日
蓮
が
証
得
し
た
本
法
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

ま
た
、
本
因
妙
教
主
論
に
つ
い
て
は
、
次
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。

問
久
遠
元
初
ノ
自
受
用
身
ト
ハ
者
即
是
本
因
妙
ノ
教
主
釈
尊
也
、
而
シ
テ
諸
門
流
一

同
ノ
義
ニ
曰
、
蓮
祖
ハ
即
是
レ
本
化
上
行
ノ
再
誕
ナ
リ
ト
云
云
、
其
義
文
理
分
明
ナ
リ
、

如
二
処
ニ々
示
カ一レ
之
ヲ
、
今
何
ゾ
蓮
祖
ヲ
奉
レル
称
二シ
久
遠
元
初
ノ
自
受
用
身
一ト
耶
、
答

外
用
ノ
浅
近
ハ
実
ニ
如
二
所
問
一ノ
、
今
ハ
内
証
深
秘
之
故
ニ
云
二
自
受
用
報
身
ノ
再
誕
一ト

也
、
血
脈
抄
云
久
遠
名
字
已
来
本
因
本
果
ノ
主
、
本
地
自
受
用
報
身
、
垂
迹
上
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堅
樹
院
日
寛
に
お
け
る
「
両
巻
血
脈
」
の
受
容
に
つ
い
て
（
水

谷
）

行
菩
薩
、
再
誕
本
門
大
師
日
蓮
等
云
云
。
若
拠
二ラ
ハ
外
用
ノ
浅
近
一ニ
上
行
ノ
再
誕
日

蓮
也
、
若
拠
二ラ
ハ
内
証
ノ
深
秘
一ニ
本
地
自
受
用
ノ
再
誕
日
蓮
也
、
故
知
ヌ
本
地
ハ
自

受
用
身
、
垂
迹
ハ
上
行
菩
薩
、
顕
本
日
蓮
也
）
19
（

こ
の
主
張
は
、
諸
門
流
一
同
の
見
解
と
し
て
、
久
遠
元
初
の
自
受
用

身
と
は
寿
量
品
発
迹
顕
本
の
釈
尊
を
意
味
し
、
ま
た
日
蓮
は
そ
の
教
法

を
弘
通
す
る
仏
使
と
し
て
、
上
行
再
誕
の
自
覚
を
持
た
れ
た
も
の
と
理

解
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
ぜ
当
流
で
は
日
蓮
を
久
遠
元
初
自
受

用
身
再
誕
の
本
仏
と
主
張
す
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
す
る
も
の

で
、
そ
の
典
拠
と
し
て
「
両
巻
血
脈
」
の
教
示
を
元
に
、
日
蓮
を
上
行

再
誕
と
す
る
の
は
浅
い
見
方
で
、
相
承
に
し
た
が
い
奥
深
い
見
方
を
す

れ
ば
、
本
地
が
自
受
用
身
で
あ
り
、
日
蓮
は
そ
の
再
誕
で
あ
る
と
い
う

教
示
が
看
取
で
き
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
久
遠
元
初
自
受
用
身
と
は

日
蓮
を
示
す
と
し
、
ま
た
上
行
菩
薩
と
本
地
垂
迹
の
一
体
関
係
と
し
つ

つ
、
日
蓮
本
仏
論
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

四
　
お
わ
り
に

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
日
寛
は
「
両
巻
血
脈
」
を
日
蓮
よ
り
伝
授
さ

れ
た
重
要
な
法
門
書
と
し
て
受
容
し
、
本
抄
を
以
て
そ
の
教
学
を
組
織

し
て
い
る
一
端
が
理
解
で
き
た
。
そ
し
て
、
日
蓮
本
仏
論
な
ど
の
主
張

は
、
日
寛
独
自
の
教
義
と
い
う
よ
り
も
、「
両
巻
血
脈
」
に
基
づ
い
て

導
き
出
さ
れ
た
教
義
で
あ
る
こ
と
が
垣
間
見
え
た
。
日
寛
教
学
を
よ
り

鮮
明
化
す
る
た
め
に
は
、「
両
巻
血
脈
」
や
、
そ
の
他
の
相
承
書
に
着

目
し
、
そ
れ
ら
を
多
角
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
点
に
つ

い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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